
歴史教育における開かれた価値観形成(2)

-情報批判力育成のための歴史教材例-

溝　口　和　宏

(1996年10月15日　受理)

A Study of Value Education in Teaching History

- A Case Study of Teaching Materials of the Formation of Critical Thinking

Kazuhiro MIZOGUCHI

1　は　じめに

歴史教育は,民主主義社会における子どもの価値観形成にどのように寄与しうるのか｡この問い

を解明することが本継続研究の課題である｡

これまで,筆者は, D.W.Oliver, A.L.Lockwood, J. C. Chalbergら,アメリカ合衆国の社

会科教育学者によって主張･開発された,歴史教育論,及び,プロジェクトを分析し,それらにみ

られる歴史教育の目標,内容構成,学習の論理について明らかにするなかで,歴史教育における開

かれた価値観形成の原理的究明を行ってき7ォー　<　そこで明らかとなった原理は,以下のようなもの

であった｡

第-に,歴史教育は,今日の子どもをとりまく社会について,子ども自らが自覚的にそのあり方

を究明してゆくための資質の育成を目標とする,というものである｡第二に,歴史教育の内容は,

子どもの発達の必要から,今の子どもをとりまく社会を規定してきている事象をとりあげ,それを

過去の個人･集団の選択･判断により生起し発展してきたものとして構成する,というものである｡

第三に,歴史の学習は,過去になされた選択や判断によって,事象に内包されてきている価値を批

判的に吟味する過程として,あるいは,それを超えて子どもが,より望ましいと考える価値を事象

に内包させ,自ら歴史をっくってゆく過程として構成する,というものである｡

こうした原理による歴史教育は,今日の社会を形成するに至っている価値を内包した政策や制度
一′

が,どのような選択･判断にもとづくものであるかを究明するだけでなく,今日の社会のあり_方に

ついて,自らの責任において価値や規範を選びとってゆくことにもつながってゆくものである｡

ところで,価値を内包した社会的事象については,価値が比較的に明示されやすい政策などの他

に,価値を潜在させた｢宣伝｣などの事象も考えることができる｡価値を内包した政策や制度を,

人びとの間に広め,受容させてゆく過程において,こうした｢宣伝｣の果たす役割は非常に大きい
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と考えられる｡こうした｢宣伝｣による価値の伝達過程は,どのように吟味すべきなのか｡価値を

潜在させた情報の伝達･受容について,批判的に吟味してゆくような歴史教育はどのようなもので

あるのか｡

こうした課題について,先に挙げた論者のプロジェクトは,必ずしも明確な回答を与えるもので

はなかった｡そこで,本小稿では,近年,ケンタッキー州ウェストポート･ミドルスクールのS.

Broderickによって開発された歴史教育プロジェクトを分析し,課題への示唆を得たいと考える2)0

本プロジェクトは,ジュニア･-イスクール段階におけるアメリカ史の投げ込み教材として利用で

きるよう開発されたものであるが,歴史研究の新たな方法論に基づいた分析手法を取り入れるなど,

その性格は,非常にユニークなものとなっている｡

2　歴史教育の原理

Broderick　　　のプロジェクト『Fanning The Flames : Propaganda in American History』

(以後『アメリカ史におけるプロパガンダ』と呼ぶ)においては,歴史は,民主主義社会の市民に

必要な情報批判力を育成する手段となっている3)0

現代のアメリカ社会においては,人々のもっ価値観の相違から激しい論争が幾度となく生じてき

ている｡その際,対立に関わった個人･集団は,自分たちへの支持を得るために,多様な手法を用

いた宣伝･扇動を行っている｡とりわけ社会的な論争が起こった場合,ある特定の立場の思想や政

莱,制度を強調した｢宣伝｣,すなわちプロパガンダが数多くみられるであろう｡プロパガンダは,

言葉やその他のシンボルを活用して,多くの人々の信念や価値観に訴えかけ,人々の思想や行動を

窓意的に特定の方向へ操作しようとするものである(川上[1994 : 12-17])t

Broderick [1990]は,こうしたプロパガンダに対抗しうる能力の育成を,教育の緊要な課題と

して位置づけ,その理由を次のように述べている｡

｢プロパガンダの利用は, 20世紀において,その激しさや量を増してゆく一方であり,生徒は,

その九　日的,技法,および結果について知るべきである｡｣ [p.O]

｢合衆国史のコースにプロパガンダについての学習をとり入れることは,生徒にとっての必要性,

すなわちプロパガンダの肯定的および否定的な結果を評価できるようになるという必要性によっ

て,最終的に根拠づけられる｡というのも,多くの形態のプロパガンダが,民主主義社会にとっ

て非常に有害なものだからである｡｣ [p.4]

今日の社会に生きる子どもが,日々の生活において,多様な勢力によるプロパガンダの影響を受

けているのであれば,そうしたプロパガンダを対象化し,批判的に吟味できるようになることは重

要であるといえよう｡プロパガンダ研究は,現代社会に生きる子どもの必要性という観点から根拠

づけられるのである｡
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さらに, Broderick [1990]は,プロパガンダ研究に注目する,もう一つの理由を挙げている｡

｢多くの歴史的事象が扇動者の影響によって生起している｡これらの事象を十分に理解するため

には,影響を及ぼしている力について詳しく知っておくことが重要である｡

歴史上のプロパガンダを研究することによって,壁徒は,現代の事件や彼らの生活に及ぼす,

さまざまな競合する力に対し敏感になるであろう｡｣ [p. O]

｢アメリカ史は,プロパガンダによって,かなりの影響を被ってきた｡初期の植民地建設期から

現代まで,人々はプロパガンダの利用を通じて,事件を操り,人々を操作し,自身の問題を解

決しようと試みてきた｡プロパガンダは,社会にとって肯定的な結果を生むこともあったが,

その結果が倫理的に,そして,法的根拠においても疑問視されるようなことも多かったのであ

る｡｣[p.O]

プロパガンダは,それが流布された時点において多大な影響を与えるだけではない｡宣伝によっ

て伝えられる思想や政策などが社会の成員によって望ましいものとみなされ,受け入れられてゆく

ならば,それらは,社会のあり方を規定するものとなってゆく｡また,そうした思想や政策が継承

されてゆくならば,過去の宣伝は,将来の社会をも規定するものとなってゆこう｡ (バーガー他

1977 : 106-108])e　今日の子どもの社会生活を規定する事象には,過去になされたプロパガンダの

影響によって生起してきたものが数多く存在するのである｡

今のアメリカ社会に生きる子どもが,社会のあり方について主体的に考えてゆけるようにするた

めには,単にプロパガンダの宣伝技法について把握するだけでなく,過去の公的論争におけるプロ

パガンダが,当時の社会にどのような影響を与え,また,そのことが今日の社会をどのように規定

するものとなっているのかを把握することが必要となろう｡こうした理解は,歴史の教育によって

こそ可能となる｡

Broderick [1990]は,プロパガンダの特質とその理解の必要性をふまえ,次のような歴史教育

の一般目標を提示している｡

｢1.生徒を援助し,アメリカ史上のプロパガンダの役割に気づかせる｡

2.多様な一次史料から扇動的な内容をどのように分析するのかを教授する｡

3.アメリカ史上のプロパガンダの肯定的結果と否定的結果の双方を明らかにするような機会

を提供する｡

4.現代の事件と同様,日常生活におけるプロパガンダの影響に気づかせる｡｣ [p. O]

歴史教育がこうした目標にもとづくのであれば,教授される歴史の内容はどのように構成されて

ゆくのであろうか｡
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3　内容構成原理

(1)全体計画

今日のアメリカ社会に生きる子どもにとって,プロパガンダを批判的に吟味できる能力を持

つことは重要であり,そのためにも,公的論争におけるプロパガンダの影響を把握することが

必要となる｡そこで, Broderickのプロジェクトは,全体として,植民地時代から19世紀後半

の工業化時代に至るまでのアメリカ史の概要をっかませながら,個々の単元で今日の合衆国の

社会生活にも影響を与えることとなった多様な社会的論争を網羅し,そこでの｢宣伝｣につい

て分析するようになっている｡表1に『アメリカ史におけるプロパガンダ』の全体計画を示し

mm

まず,第1単元｢プロパガンダの技法を理解する｣では,過去の社会的論争において用いら

れ,今日のアメリカ社会においても,頻繁に用いられているプロパガンダの基本的技法が取り

扱われる　Broderickが示している技法とは,権威による裏付け･証明(Endorsement and

Testimonials),時流への訴え(Bandowagon Appeal),虚栄心･恐怖心への訴え(Personal

Appeal),虚飾(Glittering Generalities),中傷(Name-Calling),レッテル張り(Loaded

Words),事実の加工(Card-Stacking),数値で欺く(Misleading Numbers),ステレオタ

イプ(StereoJtyping),単純化による訴え(Plain Folks Appeal)といったものである5)｡こ

れらめ技法は,それぞれが,アメリカ史上において開発･使用されてきたものであるとともに,

その後の学習において,公的論争の中で流布された文書や絵画史料を分析する際の道具となる

ものである｡

第2単元｢植民地建設｣から第20単元｢労働組合｣までは,植民地時代から19世紀末までの,

それぞれの時代に,多様な社会的領域で生じた論争を取り上げている｡例えば,政治領域につ

いては,第8単元｢エリー運河｣で,建設事業に対する政府援助の是非をめぐる政策論争を6),

経済領域については,第9単元｢連邦銀行｣で,連邦銀行の設置という州を超えた経済制度の

形成をめぐる論争を,社会領域については,魂11単元｢セネカ-フォールズの権利大会｣で,

参政権をはじめとする女性の社会進出をめぐる論争を7),それぞれ事例として取りあげている8)0

こうした多様な領域での論争事例が取りあげられるのは,論争の内容そのものに学習の意義

を認めているだけでなく,論争に対する｢宣伝｣の影響が社会の広範な領域でみられることを

把握させるためである｡

また,教授計画が,今日に至るアメリカ史の全体を取り扱わず, 19世紀末までの時代にとど

められている理由は,活字メディアを中心とした｢宣伝｣を主要な分析対象としているためで

ある｡ 20世紀初頭までは, ｢宣伝｣の媒体は,基本的に活字メディアであった｡その後,音声

や映像によるメディアが発達し,メディアそのものがマス化してゆくなか, ｢宣伝｣は多様な

様相を帯びるようになっていった｡こうした20世紀のメディアを用いた,多様な｢宣伝｣を分
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表1 S.プロデリックの『アメリカ史におけるプロパガンダ』の全休計画.

及び.宣伝内容と背後にある社会的論争

■レ ッ ス ン 宣伝内容 宣伝の背後にある社会的論争

1 プロパガンダの技法を理解する

2 植民地建設 :より良き世界が待つていも■

3 ボストン大虐殺 ‥火に油を注ぐもの

4 独立宣言 ‥世界を納得させる

5 合衆国憲法 :われわれ人民は……

6 ルイジアナ ‥買うべきか買わざるべきか

7 米英戦争 :おお, 君に見えるだろうか

8 エリー運河 ‥名前に何の意味があろうか

9 連邦銀行 :殺すためか, 殺されるためか

10 アメリカーメキシコ戦争 :後日談

11 セネカフォールズの権利大会 :

経済政策

政治思想

政治思想

政治制度

経済政策

国防政策

経済政策

経済制度

国防政策

社会思想

経済思想

社会思想

社会制度

国防政策

社会政策

社会政策

社会政策

経済政策

社会思想

危険寛の高い土地への移住嘩策を
推進すべきか, すべきでないか0

暴力的緊張の高まった状況での
発砲は正当防衛か, 過剰防衛か9

政治的抑圧を受けた植民地は
独立すべきか, 独立すべきでないか0

アメリカは連邦制を
とるべきか, とるべきでないか0

憲法に規定のない領土の拡大 (購入) 杏
認めるべきか, 認めるべきでないか0

国家が戦争を行う正当な理由
があるのか, ないの▲か0

国民の一部にのみ恩恵を与える
建設事業を政肘は援助すべきか, 否か0

連邦銀行を
設置すべきか, 設置すべきでないか○

軍事的行動による領土拡大を
認めるべきか, 認めるべきでないか0

女性の参政権を,
第二の独立宣言 認めるべきか, 認めるべきでないか○

12 カリフォルニアのゴールドラッシュ: 経済的な成功を約束するような
にわか景気か, 急激な不況か 宣伝活動を認めるべきか, 否か○

13 南北戦争前の奴隷制 ‥奴隷所有者の目から

14 エイプラハム= �"11ンカーン:

南部における奴隷の生活は
苦痛に満ちたものでしかないか, 否か0

奴隷制は
リンカI ンは持ちこたえるだろうか 廃止すべきか, 廃止すべきでないか0

15 南北戦争 ‥ 連邦が分裂の危機にある際は,
もし誰も来なければ何が起こつたか 戦争に志願すべきか, すべきでないか○

16 再建期 :誰にも敵意を持たず

17 移民 :一人の中国人にすら機会がなく……

18 平原インディアン‥誰による最後の抵抗か

19 大平原への定住 :機会なき土地

20 労働組合 :生産者と破壊者

解放奴隷に対する南部市民の抑圧を
容認すべきか, すべきでないか0

文化的背景の異なる民族の移住を
認めるべきか, 認めるべきでないか0

強制移住に対するインディアンの
抵抗は正当なものか, 否か0

経済機会の減少地域への移住を
推進すべきか, すべきでないか0

労働組合の活動は破壊的なものか, 否か0

Sandra Brodenck, Fanning The Flames :舟opaganda h American History, Perfection Learning Corporation, 1990.より作成o
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析してゆくには,高度に複雑な知識や技量を要すであろう｡本教材の対象学年となる,中

学校段階の子どもが,こうした映像メディアを含めた複雑なプロパガンダを分析してゆくのは

困難なことであると思われるし,実際に学習を進めるにしても映像･音声の編集などかなりの

準備作業も必要となろう｡プロジェクトは,子どもの発達段階とともに,分析対象となるメディ

アの性格を考慮して,全体の教授計画がたてられたものと解される｡

(2)単元構成の論理- ｢宣伝｣の浸透過程一

単元は,過去の公的論争において流布された,対立する双方の立場の｢宣伝｣をとりあげ,

｢宣伝｣の当時の社会への影響,ならびに,今日の社会への影響を把握してゆくようになって

いる.単元の具体的な内容構成を表2に示した.表は,教師用指導書の第11単元｢セネカ-フォー

ルズの権利大会｣で例示された学習活動,及び,発問にもとづいて,筆者が再構成したものである9)0

単元における内容は, ｢過去の公的論争の主題,及び,過去の個人･集団によってなされた

活動｣ ｢過去の公的論争における宣伝｣ ｢今日の類似の論争における宣伝｣という3つの部分に

整理することができ,それぞれが,単元の導入部,展開部,終結部に対応している｡

まず導入部では,過去において生じた社会的論争がどのような性格のものであったのか,そ

して,論争に関わった個人･集団が,どのような立場に立って活動を行い,どのような結果が

生じたのかを把握する｡さらに,そうした過去の論争と類似した現代の論争を取り上げ,その

相違点を把握してゆく｡例えば｢セネカ-フォールズの権利大会｣の場合,まず19世紀半ばの

アメリカ社会において,参政権をはじめ,さまざまな女性の社会的権利を求める運動が繰り広

げられるようになり,それが全国的な論争を呼ぶようになったことが把握される｡また,そう

した状況で,メアリー･リオンをはじめとする多くの女性たちが,さまざまな分野で女性の権

利獲得のための行動を起こしたこと, 1848年のセネカ-フォールズでの会議以来,女性の権利

運動は大規模な組織的運動へと変貌していったこと,またこの会議で採択された女性のための

権利宣言が社会に大きな影響を与え,女性の権利について社会的な認知が得られるようになっ

ていったことなどを把握する10)｡その際,当時の女性による権利運動を今日の女性の権利運動

と比較することによって,当時の論争の争点を明確にするとともに,そうした論争が形を変え

ながらも永続的に生じており,今日の社会でも生じていることを認識させるようになっている｡

展開部では,過去の論争において,相反する立場の個人･集団によってなされた｢宣伝｣を

取りあげ,分析する｡例えば｢セネカ-フォールズの権利大会｣の場合, 19世紀半ばの女性参

政権論者と反女性参政権論者の双方による｢宣伝｣を分析する11)女性参政権論者の宣伝とし

ては,セネカ-フォールズの会議において宣言され,大きな社会的影響力をもつにいたった,

エリザベス･スタントン草案の権利宣言文書を取りあげている｡一方,反女性参政権論者の宣

伝としては,当時の雑誌や新聞などに掲載され,多くの男性の一般的見解を表現した風刺画を

取りあげている｡
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表2 『アメリカ史におけるプロパガンダ』第11単元｢セネカフォールズの権利大会｣

における内容展開と学習活動

7

パート 内 容 展 開 分 析 対 象 及 び 学 習 活 動

=A.

導

入

那

現在にまで永続する論争主題

の把握と個人 ●集団によ? て
なされた活動の分析

◎19世紀半ばの女性の権利問題と現代社会における

女性の権利問題を比較する0

●19世紀半ばの女性の権利と現代社会における
女性の権利とを比較せよ0

●それぞれの状況においてどのような問題が生 じているか0

●そ■れぞれの状況においてさらなる行動が必要か0

再m

争

状

況

◎19世紀半ばにおいて, 女性の権利獲得をめぐって,

どのような個人 ●集団によるどのような活動がなされたか0

展

開

部 ■

公的論争において
対立 した個人 ●集団

による宣伝の分析

◎19世紀半ばの女性参政権論者の宣伝の分析 [文書の分析]

●エリザベス●ケイデイ●スタントン起草による

下
｢女性の権利宣言書｣

で

の

fed

◎19世紀半ばの反女性参政権論者の宣伝の分析 [風刺画の分析]

●風刺画 千子守をする男たち｣

●風刺画 ｢スーザン●B ●アンソニー｣

且

伝

の

分

◎19世紀半ばの女性参政権に関する宣伝の分析 [風刺画の分析]
●女性運動家ウッドフル姉妹の活動

終

結

部

今日の類似の論争において

なされている宣伝の分析

◎20世紀初頭の女性の参政権運動や今日の女性の権利運動に閑す
る新聞や雑誌の記事を集め, それらの中にプロパガンタの要素

析 が含まれているか分析せよ0

●現在の女性の地位とセネカフォールズの宣言に

及び 示されたような当時の女性の地位とを比較せよ0

過去になされた宣伝との比較 ●集めた記事の中に
ナ ■ ■一 一■ ､

プロパガンタの要素があるのは, どの記事か0
●われわれの社会 と̀おける

性的不平等に対するポスターや風刺画を描け0

Sandra Broderick, Fanning The Flame : Propaganda h American History, Perfection Learning Corporation, 1990., pp. 105-117.より作成｡

終結部では,今日の類似の論争において,さまざまな個人･集【却こよってなされている宣伝

を取りあげている｡例えば｢セネカ-フォールズの権利大会｣の場合, 20世紀初頭の女性の参

政権運動や,今日の女性の権利運動に関する新聞や雑誌の記事を集め,それらの中に含まれて

いるプロパガンダの要素について把握してゆぐ2)｡また,それまでの学習内容をふまえ, 19世

紀半ば, 20世紀初頭,及び,現在の女性の権利運動における｢宣伝｣を比較し,メッセージの

共通点や相違点を明らかにする中で,女性の権利運動の進展度合い,あるいは,権利獲得の不

十分な側面について把握させるものとなっている｡

単元は,過去の公的論争において繰り広げられた｢宣伝｣が,当時のアメリカ社会にどのよ

うな影響を与えたのか,また,どのような社会的影響力をもつに至り,現在の社会をも規定す
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るものとなっているのかを認識させるものとならている.これによって,子どもは,社会的論

争の進展･経過を,必然的な過程として捉えるのではなく,公的論争に関わった個人･集【郵こ

よるさまざまな｢宣伝｣がせめぎ合う中で,一方の何らかの宣伝内容が人々に受容され選択さ

れていったものとして捉えることになろう｡単元は, ｢宣伝｣が浸透してゆく過程として構成

されている｡

4.学習過程　-｢宣伝｣戦略の批判的吟味一

単元の学習は, ｢宣伝｣のもっ戦略を,史料の分析に基づいて明らかにし,吟味してゆく過程と

なっている｡

ポパーが語るように,歴史に意味がないとすれば,歴史を必然的な過程とみなすことはできない｡

また,歴史の事実といわれるものは,過ぎ去った事実そのものを正確に示すものではなく,歴史を

認識する者によってつくりだされた主観的解釈にすぎない(ポパー[1980 : 246-　　　こうした

考えは,史料についても同様に成り立っ｡史料は,過去において生じた事実についての観察や伝聞

にもとづいて記録されたものであり,史料において表現された内容が,過去の現実をありのままに

表していると考えることはできない｡とりわけ,社会的論争の当事者であった個人･集団によって

記された史料の表現は,人々に訴えかけるための何らかの戦略的な意味合いをもっている｡ ｢過去

の象徴的行為を記す文書は,手の加えられていない真っ白なテクストではない｡それは様々な意図

と戦略をもった筆者によって記されたものであり｣,それを読解する独自の方法が必要となる(ハ

ント[1993:16])｡

そこで,単元では,過去の公的論争に関わった個人･集田によって記され,社会的影響力をもっ

にいたった文章や絵画など,多様な一次史料を｢宣伝｣とみなし,その内容のみならず,表現スタ

イルについても,ノ子どもに分析させるようになっている｡ ｢過去に書かれ,その作者によって行わ

れた言語行為と見なされるItあるテクストの,またはその一部の｢歴史的意味｣を十全に理解するた

めには,そのテクストの発語的意味の理解のみでは不十分であって,その作者がテクストを書くこ

とによって何をしていたのか,すなわち,作者の議論の｢狙い｣と｢努力｣とを理解することもま

た必要となる(タリー[1990:6-7])のである13)

単元における｢宣伝｣分析の具体的展開を,単元｢セネカ-フォールズの権利大会｣を事例に,

表3に示した14)表は,教師用指導書に例示された学習活動,及び,生徒用学習プリントの発間を

もとに,予想される学習過程について,筆者ができる限り忠実に再構成したものである｡ここでは,

例として, 1848年にニューヨーク,セネカ-フォールズの会議で女性参政権論者エリザベス･ケイ

ディ･スタントンによってなされた参政権獲得のための宣言書の分析過程を示した｡

｢宣伝｣分析の過程は, ｢なされた宣伝の｢内容｣分析｣と｢なされた宣伝の｢戦略｣分析｣とい

う二つのパートに大きく分けられる｡まず｢なされた宣伝の｢内容｣分析｣のパートでは,文書や

絵画に記されたものが何を意味するかを,記述や表現の内容から解釈する｡例えば, ｢セネカ-フォー
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表3　第11単元｢セネカフォールズの権利大会｣における｢宣伝｣分析の教授学習過程

9

展開 教師による指示 ●発間 生 徒 か ら 引 き 出 し た い 知 識

′ヾ

1. 19世紀半ばの女性参政権

論者E ●スタントンによる

｢宣伝｣ 内容を分析する0

(1) セネカフォI ルズの宣 ●列挙された ｢事実｣ には, 以下のものがあった0
I 言では, 男性の女性に対 ●女性には参政権がない0
ト する専制を証明するため ●議会に女性の代表がいない0

-

〈
な

さ

れ

た

[±=-

にどのような事実が列挙 ●法的な権利保障がなされていない0

されたか0 ●結婚後は奴隷のように扱われる0

●離婚する権利がない○

●雇用が制限されている0

●教育を受ける機会が与えられていない0

●道徳に関して(男女の)二重q)基準がある0

●女性の良心が侵害されることが多い0

且
伝

の

内

容

分

析

●女性に対する尊敬や信頼が打ち壊されることが多い0

これらのすべてが与えられるならば, 女性は完全に自立 した存在

となりうる0

(2) この部分で用いられた ●この部分では, 時流への訴え, 個人的感情への訴え, 事実の誇張,

プロパガンダの技法を列

挙し, 主張について考察

せよ0

そして固定観念で捉えるなどの技法が用いられた○

〉
●女性はわずかな権利しか与えられていないという, これらの告発

の多くは襲実であるけれども,すべての男性が絶対的な専制者で,

女性の問題に対して鈍感であるというイメージが創り出されてい

る0 実際のすべての男性が, そのようであるわけではない0

′ヾ
I

卜

日

2. 19世紀半ばの女性参政権

論者E ●スタントンによる

｢宣伝｣ 戦略を分析する○

(1) なぜE ●スタアトンは, ●この記述スタイルを採用することにより, ジェフアソンの文書(独

〈
女性の権利宣言のために 立宣言書) に与えられているような信頼と尊敬を, 自ら起草した

な 独立宣言と全 く同じ記述 文書にも与えられることをねらっていたから0
さ スタイルを採用したのか0

(2) スタントンは, 文書を

記す■るにあたり, どのよ

うなプロパガンダの技法

さらに, こうした記述スタイルをとることで, 女性の参政権獲
れ
た

t=岳=I且
伝

得が当然の権利であるという社会的認知を得ようとしたため0

● ｢時流への訴え｣ のプロパガンダ技法が用いられている0

の
戟 当時のアメリカ社会においても独立宣言書は, 政治的権威の最

略 を用いたか0 それによっ も高い文書の一つであり, その記述スタイルは, 権利獲得のため

分 て与えられる効果はどの の抵抗のスタイルとして認知されていた0 その記述スタイルをス

析 ようなものか○ タントンが採用したということは, 女性の参政権運動を, 合衆国

＼/ の権利獲得のための闘争の一過程に位置づけるという効果をもた

らすものであった○

Sandra Broderick, Fanning The Flames : Propaganda h American History, Perfection Learning Corporation, 1990., pp. 105-117.より作成｡
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ルズの権利大会｣では,スタントンが著した宣言書の中で,彼女が,男性の女性に対する｢専制｣

を証明しようとして列挙した内容について分析する｡これらの宣伝によってつくり出されるイメー

ジや印象について,それが正確に事実と対応するものであったか,といった点について吟味がなさ

れる｡すなわち,記述された内容と事実の整合性が問われてゆこう｡これにより,当時の女性のお

かれた社会的状況を把握するとともに,その状況に関する当時の女性運動家の認識内容を把握でき

るようになっている｡

続く｢なされた宣伝の｢戦略｣分析｣のパートでは,文書や絵画の表現スタイルなどに注目しな

がら,それらが読者にどのように作用するかを分析し,宣伝者のとった戦略･意図を把握してゆく｡

例えば, ｢セネカ-フォールズの権利大会｣では,スタントンが宣伝書をアメリカ独立宣言と全く

同じ記述スタイルで著したことに注目し,彼女の戦略･意図を,その記述行為から読み解いてゆく

ようになっている16)これによって,スタントンの権利獲得に向けた宣伝戦略が把握される｡また,

パートの前半で学習した,当時の女性のおかれた状況とスタントンの認識内容を含めて,こうした

宣伝戦略の妥当性･正当性について,子どもなりの見解を形成してゆくことになろう｡

単元では,こうした学習を,公的論争において対立した双方の立場の｢宣伝｣について,繰り返

し分析を行うようになっている17)さらに, ｢セネカ-フォールズの権利大会｣の場合,ある特定

の風刺画の分析から,その作者が女性の権利運動に対してどのような立場をとっていたのかを推し

量るような活動も取り入れられている｡単元は,こうした学習活動を行う中で,子どもの情報分析･

情報批判能力を培ってゆくようになっているのである｡

5　特質と限界

Broderickの開発した『アメリカ史におけるプロパガンダ』は,歴史教育における開かれた価値

観形成という問題に対し,次のような点で示唆を与えるものであろう｡

第-に,プロジェクトにおいては,価値を内包した思想や政策,制度などは, ｢宣伝｣を通して,

社会的に認知され,受容されてゆくものとして捉えられていた｡具体的には,単元で,過去の社会

的論争における宣伝の結果が,現在の合衆国の政策や制度などにも影響を与えてきていることを認

識させるものとなっていた｡

第二に, ｢宣伝｣には,常に戟略的な意味合いが込められており,そうした戦略の効果が,思想

や政策,制度の実現に結びっいてゆくものと捉えられていた｡具休的には,単元の学習で,公的論

争に関わった個人･集団によって表現された史料を, ｢宣伝｣とみなし,その内容のみならず,作

者の戦略についても分析するようになっていた｡これによって,子どもは,社会生活において直面

するであろう様々なプロパガンダを敏感に察知し,それを対象化し,批判的に吟味してゆく能力を

培うことができよう｡プロジェクトにみられる歴史教育の方法は,近年における歴史学の新たな研

究方法論をふまえながら,それを市民性育成の視点から再構築したものとなっている｡

しかし,本プロジェクトについては,次のような限界も指摘できるだろう.罪-点は, 分析対豪
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となる宣伝が活字メディアに限定されている点である｡現代社会において,子どもは,活字メディ

アよりも,音声や映像のメディアを通してプロパガンダの影響を被る場合が多いのではないか｡こ

うしたメディアによるプロパガンダについても批判的に吟味できる能力の育成,及び,そのための

歴史教育の内容構成のあり方についても,さらなる研究が必要となろう｡

第二点は,プロパガンダを,史料にみられる｢表現｣の側面から解釈し,吟味することに重点を

おいている点である｡史料をプロパガンダとみなすことで,確かに,その表現に関する吟味は可能

である｡しかしながら,史料の表現の分析に重点をおくほど,作者が宣伝しようとした思想や政策,

制度そのものに関する吟味は,不十分なものとなってゆこう｡プロパガンダの分析は,史料の表現

の分析と,宣伝される内容の分析とを,いかに統合してゆくかということがさらなる課題となろう｡

第三点は,プロパガンダの戦略分析の方法が,個別資料の表現スタイルの検討に屈まっている点

である｡史料にみられる戦略的意図をもった｢記述･表現｣のスタイルは,当時の社会において他

者を説得する作用という面から,一定の有効性をもっとされたものであったことが,別の資料の検

討によって裏づけられる必要があるのではないだろうか｡

Broderickの開発したプロジェクトは,こうした課題を残すものの,今日の社会にも影響を与え

ている過去の論争における宣伝の戦略的効果について,子ども自らが意味を与えながら反省的に吟

味してゆくという点で,民主主義社会の市民に必要な情報分析能力を育成しうるものであり,歴史

教育における開かれた価値観形成の一つの原理を提示したものとして評価できよう｡

注　　　　釈

1)以下の論文を参照されたい｡

拙稿1994 ｢歴史教育における開かれた態度形成-D.W.オリバーの『公的論争問題シリーズJIの場合-｣

全国社会科教育学会編『社会科研究』第42号.

拙稿1994 ｢歴史教育における開かれた態度形成-A.L.ロックウッドの場合-｣中国四国教育学会編F教

育研究紀要』第二部　第39巻.

拙稿1995 ｢歴史教育における開かれた価値観形成一政治的教養のための歴史教材例-｣日本教育方法学会

編『教育方法学研究』第20巻.

2) Broderickは1972年インディアナ大学大学院修了(MA)後, 1985年にケンタッキー社会科学委員会に

よる優秀社会科教師賞をはじめ,数多くの裳を授与されている｡また,近年は,法関連教育の研究･開発セ

ンターの一員として,法教育のプログラム開発にも従事している｡

3 ) Broderick, S. 1990. Fanning The Flames : Propaganda in American History, Logan, Iowa

The Perfection Form Company.

4) ibid.

5) ibid., pp.5-9.

) ibid., pp.82-88.

7) ibid., pp.89-95.
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8) ibid., pp. 105-117.

9) ibid.

10) ibid., pp. 108-109.

ll) ibid., pp. 114-115.

12) ibid., pp. 116-117.

13)近年,社会史の領域において,絵画史料などを用い,過去の社会における人々の慣習や規範を捉えてゆこ

うとする試みが盛んになっている｡こうしたアプローチを,歴史学習の方法として,直接持ち込むことも可

能ではあるが,そうした学習は,あくまで歴史解釈を目的祝したものとなり,子どもにとっての歴史学習の

意義を不明確なものとしてゆこう｡その点　Broderickの教材は,史料を,現在の社会のあり方にも影響

を与えたプロパガンダという視点から選択し,子どもにもそのような視点から分析させるものとなっており,

民主主義社会の市民に必要な情報分析能力を育成するものとなっていよう｡

14) ibid., pp. 106-107.

15) ibid., pp. 110-113.

16) ibid.

17) ibid., p. 107.
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